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「令和元(2019)年度 情報モラルアンケート集計表」 利用マニュアル 

令和２（2020）年３月 16 日 

 

※ この表計算シートで扱うデータは個人情報ですので、取扱いには十分に注意してください。 

 

１ 初期設定 

ダウンロードしたエクセルデータ（R01_Moral.xlsm）を、デスクトップなどにコピーしてください。 

 

(ア) エクセルデータをダブルクリックするなどして、実行してください。次のような警告が出た場合、「コ

ンテンツの有効化」をクリックしてください。 

 

 

(イ) ファイルを開くと「menu」が表示されます。入力（アンケートの入力）、出力（集計表）が選択できます。

入力では、アンケートを手計算で集計を行った場合と、SQS(MarkReader 形式)※で自動集計した場合と

で、選択するボタンが異なりますので、どちらかをクリックしてください。 
※SQS(Shared Questionnaire System)は、「普通紙マークシート方式による調査票作成・読み取り集計ソフトウェア」のことです。無

償で利用できるアンケート集計システムです。詳しくは以下の URL を参考にしてください。 

http://sqs-xml.osdn.jp/sqs-core/doc/about.html 

 

 

  

このシートから、 

・入力 

・出力（集計表） 

を選択します。 

入力は 

（ア） 手計算で集計し

たデータ 

（イ） SQS で自動集計

したデータ 

でボタンが異なります 



２ 

２ 入力 

(ア) 入力その１ 

児童・生徒数値入力（人数手入力）及び保護者数値入力（人数手入力）の場合 

① 集計人数を手計算で行った場合は、「menu」シートの「児童・生徒数値入力（人数手入力）」または

「保護者数値入力（人数手入力）」をクリックしてください。 

 

 

② 「回答児童・生徒入力欄（L3）に回答者数を入力してください（保護者の場合は回答保護者数を入力） 

＜例＞ 

 

 

③ 灰色のセルの部分に調査した数字を手入力します。 

＜例＞ 

 

※回答人数以上の数値が入ると、警告としてセルが赤くなります。正しい数字を入れると、セルの色が戻ります。 

  

「L3」のセルに 

回答した人数を入れて

ください。 

（例では 30 を入力） 

設問ごとに集計した人

数を入力してくださ

い。 

調査した人数を超えて

入力すると、自動でセ

ルが赤色になるので注

意してください。 

（例では 30 を越えた

数字を入力しました） 

 

 

手集計した場合は      

こちらをクリック      



３ 

④ 全ての入力が完了したら、画面の右上にある、「メニューに戻る」ボタンをクリックすることで、メ

ニュー画面に戻ります。 

 

  

全て入力が完了したら、

「メニューに戻る」を 

クリックしてください。 



４ 

(イ) 入力その２ 

児童・生徒数値入力（SQS での読み取り）及び保護者数値入力（SQS での読み取り）の場合 

① SQS（MarkReader 形式）によって、読み取った場合は、まず、SQS によって自動生成されたフォルダ

内の「処理結果」から、エクセルファイル「●●.xlsx」を開いてください。 

 
※拡張子.xlsx が表示されないときは、ウィンドウズの設定で、表示できるようにすると分かりやすいです。） 

 

② アンケートが自動集計された行（7行目以降）を全て選択しコピーします 

 

SQS（MarkReader）に 

よって自動生成された

「処理結果」フォルダ

を開きます。 

エクセルファイルの 

「●●.xlsx」を開き 

ます。 

行番号をドラッグする

と、その行が全て選択

できます。７行目以降

を全て選択し、コピー

してください。 



５ 

③ 集計表のエクセルファイル（R01_Moral.xlsm）のメニュー画面に切り替え、「児童・生徒入力 SQS

（MarkReader）での読取り用」または「保護者入力 SQS（MarkReader）での読取り用」をクリック

してください。 

 

④ 表示されたシート「データ貼り付け（児童生徒）」または「データ貼り付け（保護者）」の「A3」の

セルを選択し、貼り付けを行ってください。作業が終了したら、「メニューに戻る」をクリックして

ください。 

  

「A3」のセルを選択し、

「貼り付け」を行ってく

ださい。 

作業が終わりましたら、 

「メニューに戻る」をク

リックしてください。 

マークシート自動集計

の場合はこちらをクリ

ックしてください。 



６ 

３ 集計及び印刷 

① 「児童・生徒集計表」及び「保護者集計表」をクリックすると、集計表が表示されます。 

 

② 集計表（集計結果シート）が表示されます。印刷をしたい場合は、印刷ボタンをクリックするか、

「ファイル」→「印刷」から印刷を行ってください。 

 

注意！！ 

児童生徒及び保護者とも「データ入力」シートと「データ貼り付け」シートのどちらにもデータが入力さ

れているときは、正しく印刷されない場合があります。必要のない方の不要なデータを消してお使いくださ

い。 

「児童・生徒集計表」 

または 

「保護者集計表」を 

クリックしてください。 

「印刷」ボタンをクリッ

クするか、通常のエクセ

ルの印刷方法で印刷する

ことができます。 
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